
　

発行所 野津田町内会公民館

発行人 町内会長 石阪督規

FAX 042-860-5368

令和7年3月8日
野津田町内会たより No.57

主な内容

会長発信

防犯

町内探訪

野津田町内会は、会員相互の親睦と、明るく住みよい

環境づくりに協力し合い、もって地域の発展と福利の

増進を図ることを目的とする。（ホームページより）

令和６年度をふりかえって―年度末のご挨拶

令和６年度も、3月をもって終了となります。4月からは、新理事を含めた新たな体

制でのスタートとなります。この一年間、町内会活動に尽力いただいた役員、理事、

相談役のみなさん、本当におつかれさまでした。また盆踊り（8月）や防災イベント

（12月）にご協力いただいた協力団体やボランティアの方々、また情報の共有や回覧

の配布等でご協力いただいた班長や自治会のみなさま･･･等々、町内会を支えていただ

いた多くのみなさまに厚く御礼申し上げます。

振り返ってみますと、今年度の盆踊りは、酷暑の中での、また、敷地の活用が制限

された中での開催となりましたが、昨年度同様、たいへん多くのみなさまにご来場い

ただきました。今年度初めて実施した体験型防災イベントでは、市役所、消防署、消

防団などの協力を仰ぎながら、「もしもの時」の備えについて、学ぶことができまし

た。小さなお子様からご高齢の方まで、こちらも多くの方にお越しをいただきました。

昨年１月の能登の震災を受け、令和６年は、地域防災のあり方について考えさせられ

た一年でした。

さらに、広報活動としては、町内会ホームページやデジタル町内会「いちのいち」

の掲載情報の拡充、私との対談企画「野津田町内会たより特別号」（No.1／NO.2）

の発行など、複数の媒体を使って、野津田町をPRしてまいりました。

まだまだ課題もありますが、ひきつづき「わがまち野津田」の情報発信に努めて

参りたいと思います。

この一年間の事業を振り返り、あらためてみなさまからのご助言・ご鞭撻をいただ

く場として、４月20日（日）14時から定期総会が催されます。

今年は、昨年に引き続き対面開催となります。

ご都合のつく方は、直接、野津田公民館まで足をお運びください。

会長 石阪 督規



  

町内会のホームページ
町内会からのお知らせ・各種様式、町内会たよりを下記URLか右のQRコードからご覧ください。
アイディア・ご意見・ご要望等についてはお問い合わせフォームをご利用ください。
URL：https://nozutamachi.com
町内会の活動を「いちのいち」にて配信中

「いちのいち」のご利用には、スマホやパソコンでの登録が必要です。

URL:https://www.city.machida.tokyo.jp/kurashi/community/cyonaikai/ichinoichi.html

野津田町町内会 町内探訪 第５弾

仲間を増やす活動にご協力をお願いします。
現在入会率は、約半数です。総務省も町内会活動を充実するための政策を推進していま

す。ご近所の方々へのお声がけをお願いします。

今年度最後の町内探訪です。皆様のお目に留まって頂く記事に出会えましたか？

季節が一巡。昨年６月「野津田の山に行ってくるの立川様のお庭巡り」９月は「この町内会に必要な岩澤様のご活躍」11月は「小窓をのぞかせてい

ただくとで橘様のシフォンケーキ」1月は「野津田町のヒストリーご紹介で松崎先生」いよいよ今年度最後を飾るのは・・・

会員の皆様へ、是非足をお運びいただき、そしてご近所通しのコミュニケーションや散策に活用していただけたなら、来年度も継続させて頂きた

いと切望している町内会総務広報担当者達です。

そして、会員の皆様のご感想を是非とも町内会ホームページにご投稿いただければ、より一層励みとなります。

1年間ありがとうございました。会員の皆様へ、心より感謝申し上げます。
編集 総務部 佐藤徹 稲垣 山本

綾部の丘陵 住宅街の駐車場に・・・お店？

綾部自治会の範囲は東西に長く、野津田公民館の北側周辺、

鶴川第一小学校の南北までと広範囲の地区である。

近年山間には宅地が整備され、多くの会員の方々が居住されている

一角に、「野津田焙煎研究所」と

書かれた洒落た看板を出されている安達様。

コロナ禍、ご自身の生活も変化。その中で何かしたい、と希望を

持たれていた時、好きなモノは何か、その好きなモノを職業に？

ということから、珈琲豆をご自身で焙煎し,それぞれの豆本来の

味わいや香りを引き出すという粋に辿り着いたとのことです。

当初は一定の焙煎方法での販売であったようですが、現在では、店頭に並んでいる種類も

多く、深煎りから浅煎りまで20～30種類と、様々な地域の豆を焙煎されています。

また、御主人の故郷鹿児島から、煎茶を取り寄せられており、珈琲だけでは無く、多くの

の方々にブレイクタイムを楽しんでいただけるような工夫もお見受け出来ました。

安達様は、「地元、野津田から発信したい」と意気込みを語って下さいました。

散策の途中、ショップでブレイクタイムのモノを選んでみませんか？

火曜、木曜の午前10時～午後1時までは店頭販売をされています。

珈琲の煎れ方は貴方、貴女の好きな器具を使って楽しむのも・・・続きはQRコードで。

寒暖定まらぬ中、町内会の総会日程も決まりました。今年度で任期を終える一部の理事は、総会終了後に新年度の

理事に交代となります。今月の町内探訪は、ご自宅でオリジナルの焙煎珈琲豆を販売されている会員の方を訪ねま

した。町内会のホームページの詳細版のほうも是非ご覧ください。
編集長 佐藤 徹


